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午前１０時００分 開議

○岡田議長 これより本日の会議を開きます。

この際、御報告申し上げます。

本 日の 会議の ため 出 席を求 めた 者の 職氏名 は、 報告書 のと おり

御了承願います。

な お、 本日の 議事 日 程は、 配付 して おりま す日 程書の とお り行

いたいと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～

第１ 市政一般に対する質問

○岡 田議 長 そ れで は 、日程 第１ 、市 政一般 に対 する質 問を 行い

ます。

順次発言を許します。

初めに、伊藤議員。

〔伊藤議員質問席へ〕

○伊 藤議 員 皆 様、 お はよう ござ いま す。会 派信 風の伊 藤ひ ろえ

でご ざい ます。 私は 、 子育て 支援 につ いて、 熱中 症対策 につ いて

の大 要２ 点の質 問を い たしま す。 市民 の皆様 にと って、 分か りや

すく、前向きな答弁をお願いいたします。

そ れで は、ま ず、 大 要１点 目、 子育 て支援 につ いて質 問し てま

いります。

本 年８ 月、会 派で こ ども家 庭庁 に伺 いまし て、 国のこ ども まん

なか 社会 の御説 明を い ただき まし た。 米子市 は、 国に先 駆け てこ

ども 総本 部をつ くり 、 米子市 の子 ども たちの ため に様々 な施 策を

展開 して おられ ます が 、子育 て世 帯の 相談は 依然 として 多く 、国



のモ デル 事業の 活用 や 市民に 寄り 添っ た受け 止め がまだ まだ 不十

分な のか なと感 じて い ます。 現在 の米 子市の 子育 て支援 策に 取り

入れていただきたいので、以下質問させていただきます。

ま ず、 １点目 は、 妊 娠期か ら切 れ目 のない 支援 、妊婦 等包 括相

談支 援事 業につ いて で ござい ます 。こ の事業 は、 妊娠時 から 妊産

婦に 寄り 添い、 出産 、 育児等 の見 通し を立て るた めの面 談や 継続

的な 情報 発信等 を行 い 、必要 な支 援に つなぐ 伴走 型の相 談支 援の

推進 を図 るもの とい う ふうに 伺っ てお ります 。米 子市は 、妊 娠期

から の伴 走型支 援が 国 の妊婦 のた めの 支援給 付交 付金に よる 経済

的支 援に とどま って い るので はな いか と考え てお ります 。精 神的

なサ ポー トや情 報提 供 の面で 十分 とは 言い難 いの ではな いか と感

じています。

そ こで 、交付 申請 時 のアン ケー トは なかっ たと いうこ とで すの

で、 どの ように アセ ス メント 、見 立て を行っ てい るのか お尋 ねし

たいと思います。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 アセ スメ ント につい てで ござい ます が、

母子 手帳 交付時 に面 談 を行い 、妊 婦の 体調や 妊娠 、出産 につ きま

して の心 配事や 産後 の 支援状 況を 総合 的に把 握し 、個々 のケ ース

に応 じま して支 援を 行 ってお り、 また 妊娠８ か月 時にア ンケ ート

を実 施し 、必要 に応 じ て面談 や電 話で のフォ ロー を実施 して おり

ます。

○岡田議長 伊藤議員。

○伊 藤議 員 聞 き取 り の中で は、 丁寧 に対応 して いると いう こと

でし たが 、私は 交付 申 請時に やっ ぱり アンケ ート で、そ こで 相談



も併 せて 見立て 、ア セ スメン トを して いただ きた いなと 思っ てい

ます 。な かなか 相談 と いうの はし にく いもの です し、ハ イリ スク、

特定 妊婦 さんに は寄 り 添った 支援 はで きてい ても 、全体 とし ても

っと もっ と寄り 添い と いうこ とが 必要 ではな いの かなと 思い ます

ので 、こ こでし っか り アセス メン ト、 見立て を行 ってい ただ きた

いと要望します。

次 に、 米子市 の伴 走 型支援 はど のよ うなも のな のかお 伺い いた

します。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 本市 の伴 走型 相談支 援は 、妊娠 期か ら子

育て 期ま でを対 象に こ ども家 庭セ ンタ ーにお きま して、 母子 保健

と児 童福 祉の両 機能 を 連携し なが ら全 ての妊 産婦 と乳幼 児を 対象

とし た支 援と家 庭訪 問 等で個 別的 なサ ポート を行 う支援 を両 軸と

いたしました相談支援を行っているところでございます。

○岡田議長 伊藤議員。

○伊 藤議 員 そ れで は 、第１ 子を 妊娠 中の家 庭や 相談相 手が いな

い孤 立し がちな 妊婦 へ の継続 的な 専門 家によ るサ ポート は行 って

いる ので しょう か。 民 間支援 事業 者に も連携 をす る必要 があ るの

ではないかと考えますが、御所見をお伺いいたします。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 継続 的な 専門 家によ るサ ポート につ いて

でご ざい ますが 、母 子 健康手 帳交 付時 の面談 や８ か月面 談に より、

出産 、子 育てに 向け た 不安や 支援 者が 少ない など 継続し ての サポ

ート が必 要な妊 婦に 対 しまし て、 保健 師や助 産師 等が訪 問や 相談

支援 を行 いなが ら、 地 域の子 育て 資源 やその 他の 必要な 支援 、サ



ービスにつなげるなどのサポートを行っております。

○岡田議長 伊藤議員。

○伊 藤議 員 米 子市 も 全ての 妊産 婦と 乳幼児 を対 象にし てい ると

いう こと でした が、 保 健師や 助産 師に よる定 期的 な家庭 訪問 はど

れく らい を想定 して い るのか 、回 数だ けでは ない とは思 うん です

けれども、お答えをお願いしたいと思います。

ま た、 メール はあ る という ふう に伺 ってい ます が、オ ンラ イン

での 個別 相談サ ービ ス を私は もっ とも っと強 化し ていた だき たい

なと 思い ますが 、全 て の妊産 婦が 安心 して出 産を 迎える 体制 を構

築し てい ただき たい と 思うん です 。そ の思い で、 見解を お尋 ねし

たいと思います。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 まず 、保 健師 や助産 師に よる定 期的 な家

庭訪 問に ついて でご ざ います が、 妊娠 中から 出産 後を通 じま して

配慮 を要 する妊 婦や 子 育て世 帯に 対し まして 、個 々のケ ース に応

じて 支援 の内容 をア セ スメン トし なが ら家庭 訪問 を行っ てい ると

ころ でご ざいま す。 個 々のケ ース によ りまし ては 、訪問 回数 は異

なり ます が、手 厚い 支 援が必 要な 方へ は複数 回の 訪問支 援を 行っ

てお りま す。ま た、 出 産後は 全世 帯へ 赤ちゃ ん訪 問を実 施し 、母

子の 様子 を把握 し、 必 要に応 じま した サービ スに つなぐ よう 努め

ているところでございます。

次 に、 オンラ イン に よる個 別相 談及 び安心 して 出産を 迎え られ

る体 制構 築につ いて で ござい ます が、 オンラ イン による 相談 は現

時点 では 予定は して お りませ んが 、現 在、こ ども 家庭セ ンタ ーで

は電 話や メール を通 じ まして 相談 希望 の連絡 を受 け、そ の後 、面



談や 電話 による 必要 な 支援や サー ビス へつな いで いると ころ でご

ざい ます 。また 、電 子 書籍版 の子 育て サポー トブ ックを 市の ホー

ムペ ージ で掲載 し子 育 てに関 する サー ビスを 情報 発信し てお り、

今後 も様 々な機 会や ツ ールを 用い まし て全て の妊 婦が安 心し て出

産を 迎え ること がで き ますよ う支 援体 制の充 実に 努めて まい りま

す。

○岡田議長 伊藤議員。

○伊 藤議 員 子 育て サ ポート ブッ クを 電子版 にし てくだ さっ たの

であ りが たいな と思 っ ており ます が、 市民の 中の 妊婦さ んや 、あ

と子 育て 世帯の 方々 も 、これ が自 分が 使える のだ ろうか って 疑問

に思 って 、なか なか そ の一歩 が出 ない という ふう に聞い てお りま

すの で、 こうい う方 対 象です よ、 全て の妊産 婦対 象です よと いう

よう なこ とだと か、 も っと使 いや すい ような 情報 発信も お願 いし

たい と思 います し、 こ ういう オン ライ ンでの サー ビスと いう こと

です が、 大体、 私も 相 談を受 けた りし ますけ ども 、閉庁 後だ った

り、 あと 土日が とて も 多いな と思 った りしま す。 夜間で ＬＩ ＮＥ

で来 たり とかし ます け れども 、そ れは 次の朝 に対 応する とい うよ

うな こと をして おり ま すが、 やっ ぱり チャッ トだ とかＬ ＩＮ Ｅだ

とか 、つ ながる とい う ことだ けで も安 心につ なが ります ので 、そ

こら辺もぜひ検討していただければと思っております。

妊 娠期 から切 れ目 の ない支 援と いう のは、 随分 前にフ ィン ラン

ドの ネウ ボラと いう の を参考 に展 開さ れてき まし た。米 子市 ネウ

ボラ とい うのも やっ て いただ いた りし てまし た。 このネ ウボ ラと

いう 言葉 は、フ ィン ラ ンド語 で相 談、 アドバ イス の場所 とい うこ

とを 意味 をしま す。 フ ィンラ ンド では 、妊娠 期か ら就学 前ま での



かか りつ けの専 門職 、 助産師 、ま たは 保健師 によ る、ワ ンス トッ

プで 継続 的に母 子と そ の家族 の相 談、 支援が 行わ れてい ます 。フ

ィン ラン ドでは １人 の 保健師 、助 産師 さんが ずっ と、大 人に なる

まで １人 の人に 向か っ てやっ てい く。 行政で はな かなか それ は難

しい とは 思うん です け ども、 民間 を入 れなが ら、 例えば 、つ なぎ

つな ぎで 、私が 今回 変 わりま した よと いうよ うな 形で支 援が 継続

できればいいなと思っております。

今 回の 交付金 の申 請 時には 相談 に入 りやす いと いうふ うに 思い

ます し、 妊娠後 期の 申 請時は 妊娠 して いる子 ども の数掛 ける ５万

円の 申請 となる とい う ふうに 聞い てお ります ので 、出産 前か ら多

胎児 の妊 娠、出 産に 関 わるこ とが でき ます。 これ とても 重要 だと

思っ てお ります 。ぜ ひ こうい う機 会を 捉えて 、漏 れのな いよ うに

サポートしてさしあげたらと思っております。

こ こら 辺で思 うの は 、私は ハイ リス クや要 望の あった 妊産 婦は

とて も手 厚くし てく だ さるな と、 その ように 感じ ており ます 。で

すが 、米 子市年 間約 1,０ ０ ０ ケ ー ス の 赤 ち ゃ ん が 生 ま れ ま す ので、

そこ に対 応でき る計 画 や体制 を民 間も 併せて 構築 して、 例え ば産

後鬱 とい うふう なと こ ろの改 善や 、よ り安心 でき るよう に実 行し

ていただきますように要望して、ここは終わりたいと思います。

次 に、 多様な 働き 方 に対応 した 保育 ・子育 てサ ービス につ いて

でございます。

共 働き 世帯の 増加 や 非正規 雇用 者の 多様な 勤務 形態に 対応 した

保育 サー ビスが 不足 し ている と思 って おりま す。 具体的 には 、延

長保 育や 一時預 かり 、 その枠 が限 られ ており 、急 な用事 や残 業に

対応 し切 れない ケー ス がある と考 えて おりま すが 、把握 をし てお



られるのかお尋ねしたいと思います。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 延長 保育 や一 時預か りが 急な用 事や 残業

に対 応し 切れて ない こ とにつ いて のお 尋ねで ござ います 。本 市の

延長 保育 や一時 預か り につき まし ては 、受入 れ枠 や施設 が限 られ

てお りま して、 対応 し 切れな い場 合が あるこ とは 認識し てい ると

ころでございます。

○岡田議長 伊藤議員。

○伊 藤議 員 米 子市 の 制度で 使う もの がある のか お尋ね した いと

思います。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 米子 市の 制度 で使え るも のがあ るか とい

うお 尋ね でござ いま す 。子育 て短 期支 援事業 でご ざいま すト ワイ

ライ トス テイや ショ ー トステ イや ファ ミリー サポ ート事 業が ござ

います。

○岡田議長 伊藤議員。

○伊 藤議 員 民 間事 業 者との 連携 を強 化する とと もに、 多様 なニ

ーズ に応 じた柔 軟な 保 育サー ビス 、例 えば夜 間保 育だと か、 昨日

も誰 でも 通園制 度も 話 題に上 がり まし たが、 短時 間保育 など 、そ

うい うこ とを拡 充す る 必要が ある と考 えます 。そ の一つ とい たし

まし て、 子育て 短期 支 援事業 のト ワイ ライト ステ イやシ ョー トス

テイ は全 ての子 育て 家 庭が対 象と なっ ている と考 えます が、 その

周知 と受 皿の拡 充は ど のよう にし てい くのか 、ま たファ ミリ ーサ

ポート事業についても考えがあるのかお尋ねしたいと思います。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。



○瀬 尻こ ども総 本部 長 周知 及び 受皿 の拡充 につ いてで ござ いま

すが 、周 知につ きま し ては、 ホー ムペ ージを はじ め子育 てサ ポー

トブ ック を用い まし て 、母子 健康 手帳 交付時 、赤 ちゃん 訪問 時、

乳幼 児健 診時等 に案 内 をして おり まし て、今 後も さらな る周 知に

努めてまいります。

受 皿の 拡充に つき ま しては 、現 在の 委託先 は児 童福祉 施設 、フ

ァミ リー ホーム 及び 里 親でご ざい ます が、引 き続 き県や 里親 支援

機関 と連 携しな がら 、 里親と の新 規契 約を進 める ととも に、 ファ

ミリ ーサ ポート セン タ ーと連 携す るな ど、受 皿の 拡充に 努め てい

きたいと考えております。

○岡田議長 伊藤議員。

○伊 藤議 員 先 ほど も お尋ね しま した けれど も、 この子 育て 短期

支援 事業 、トワ イラ イ トステ イ、 また ショー トス テイと いう のは

全て の子 育て家 庭が 対 象とな って いる 、です よね 。その こと が子

育て サポ ートブ ック に も記載 はな かな かされ てい ない。 こう いう

ふう な一 時的な お困 り になっ た方 の事 業です よと 、支援 事業 です

よと いう ふうな こと を 受け取 れま すの で、な かな か全て の方 が子

育て をし て困っ てい た らこれ を使 おう という こと にはな って ない

んで すね 。なの で、 今 までも 私は 周知 ができ てな かった なと 思う

ので 、率 先して いろ い ろお伝 えす るん ですけ ども 、そん なの があ

るな んて 知りま せん で したと いう ふう にほと んど の皆さ んが 言わ

れま す。 だから 、も っ と本当 に負 担の 軽減を しな がら子 育て がで

きた のに なとい うふ う なこと を言 われ ますの で、 ぜひこ こは 周知

徹底していただきたいなと思います。

こ のよ うな相 談が あ りまし た。 今シ ョート ステ イを使 って らっ



しゃ る方 なんで すけ ど も、独 り親 家庭 で４歳 児を 育てて おら れま

す。 サー ビス業 のた め 、月に 一、 二回 は日曜 出勤 があり ます 。そ

のと きに ショー トス テ イを利 用さ れま す。月 に一 、二回 利用 する、

それ をも ってこ のた び こども 相談 課で ショー トス テイの 定期 利用

とさ れて いると いう ふ うに言 われ 、原 則定期 利用 はでき ない とい

うふ うに 言われ たと い うこと です 。こ れでは 就労 できな いし 、生

活に 影響 が出る 、何 と かなら ない かと いう相 談が ござい まし た。

利用 され ている 方、 ま た預か りを して おられ る里 親さん から の両

方か ら相 談がご ざい ま した。 全て の子 育て世 帯を 対象に して るわ

けですから、受皿が足りなければ増やしてほしいと思います。

現 在、 鳥取県 は子 育 て支援 員研 修を 行って おら れて、 米子 市民

も数 十名 受講し てい る と思っ てお りま す。１ ０月 に修了 して 、１

１月 末に 鳥取県 子育 て 支援員 とし て登 録され ます ので、 それ から

は活 動が できる とい う ふうに 思っ てい ます。 地域 型保育 、フ ァミ

リー サポ ート、 一時 預 かりに 対応 して おり、 修了 すると 県内 でみ

なし 保育 士とし て活 動 できる とい うふ うに思 って おりま す。 その

よう な人 材や保 育士 、 学童支 援員 、フ ァミリ ーサ ポート 会員 など、

受皿を広げてはどうかと思いますが、見解をお伺いいたします。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 受皿 の拡 充に ついて でご ざいま すが 、今

後、 議員 がおっ しゃ い ました とお り、 本事業 の受 皿の拡 充に つき

まし ては 、国の 実施 要 綱に上 げら れて おりま す子 育て支 援員 や保

育士 など も含め 、拡 充 するこ とを 検討 してい きた いと考 えて おり

ます。

○岡田議長 伊藤議員。



○伊 藤議 員 あ りが と うござ いま す。 ぜひ多 くの 、本当 に全 ての

子育 て家 庭に、 困っ た ときに はこ うい う使え るも のがあ るん だよ

とい うふ うに周 知徹 底 、改め てし てい ただき たい と思っ てお りま

す。 それ を最後 まで 使 わなか った とし ても、 何か あった らこ れが

ある んだ という のが お 守り代 わり にな って、 安心 で育児 がで きる。

また 、虐 待防止 にも 予 防にも つな がる という ふう に思い ます ので、

よろしくお願いいたします。

そ れで は、次 に、 子 どもの 居場 所づ くりと 貧困 対策に つい てお

尋ね いた します 。子 ど もたち が学 校や 家庭以 外の 場所で 安心 して

過ご せる 居場所 が不 足 してい ると 考え ており ます 。特に 経済 的に

困難 な家 庭の子 ども た ちが利 用で きる 無料、 また は安価 な学 習支

援や 体験 活動の 機会 が 限られ てお りま す。こ ども の居場 所づ くり

支援 体制 強化事 業、 こ どもの 居場 所づ くりコ ーデ ィネー ター 配置

等支 援事 業、地 域子 育 て支援 拠点 事業 、地域 こど もの生 活支 援強

化事 業な ど、こ ども 家 庭庁に 伺い まし たら、 この ように ニー ズに

応じ た様 々な制 度を 新 規や拡 充さ れて いて、 その 説明を 受け まし

た。 この ような 事業 に ついて 、米 子市 でどの よう な検討 をし たの

か、また現在検討をしてるのかお尋ねしたいと思います。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 国の 補助 制度 につき まし ては、 本市 の施

策方 針に 沿った 積極 的 な活用 がで きま すよう 継続 的な情 報を 収集

し、 活用 の検討 を行 っ ている とこ ろで ござい ます 。今年 度に は、

地域 全体 で子ど もの 育 ちを支 える 仕組 みの構 築、 拡大を 目的 とい

たし まし て、議 員か ら 御指摘 のあ りま した国 の地 域こど も生 活支

援強 化事 業を活 用し 、 新たな モデ ル事 業とい たし まして 公民 館等



を活 用し た子ど もの 居 場所づ くり に対 する支 援を 実施し てい ると

ころ でご ざいま す。 今 後も子 ども の居 場所や 貧困 につき まし て状

況を 捉え ながら 、対 策 に必要 とな る補 助制度 につ きまし ては 、長

期的 な財 源の確 保な ど も考慮 に入 れな がら活 用の 検討を 進め てま

いりたいと考えております。

○岡田議長 伊藤議員。

○伊 藤議 員 こ ども の 居場所 づく り支 援体制 強化 事業は 、米 子市

は１ ９の 子ども 食堂 が ありま すけ れど も、そ れは 地域の 中で 偏在

して いる という よう な ことが 課題 とな ってお りま すが、 この 事業

で調 査と か研究 だと か 、そう いう こと にも補 助さ れてい ます し、

こど もの 居場所 づく り コーデ ィネ ータ ー配置 等支 援事業 は、 まさ

にコ ーデ ィネー トし て もらう のに とて も米子 市で は必要 だっ たん

では ない かなと 私は ち ょっと 残念 だな と思い なが ら聞い てお りま

した 。市 内の公 民館 や 児童館 を活 用し た放課 後子 ども教 室の 運営、

まだ １か 所です けれ ど も、そ こを 強化 して専 門家 や地域 住民 が関

わる 居場 所を増 やせ な いかと 考え てい ます。 また 、生活 困窮 家庭

の子 ども への学 習支 援 や食事 の提 供を 行う子 ども 食堂へ の支 援を

拡充 して 、貧困 の連 鎖 を断ち 切る ため の具体 的な 施策を 進め る必

要が ある と考え ます が 、検討 は行 って いるの かお 尋ねい たし ます。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 まず 、放 課後 子ども 教室 の運営 強化 によ

る居 場所 の増加 につ い てでご ざい ます 。本市 では 、現在 、義 方地

区の １か 所にお きま し て実施 して おり 、地域 住民 の参画 の下 、子

ども たち の体験 活動 や 学習支 援に 効果 的に取 り組 んでい ると ころ

でご ざい ます。 実施 に おきま して 、地 域の受 入態 勢が必 要で ある



こと から 、市内 にお い て同様 の取 組が 広がり ます よう学 校運 営協

議会 や地 域にお きま し て実際 に活 動さ れてい る方 々が集 まる 機会

など を捉 えて、 情報 提 供や運 営団 体に よる説 明会 を行っ てい ると

ころ でご ざいま す。 引 き続き 情報 提供 を行い 、新 規実施 案件 の発

掘に努めてまいりたいと考えております。

そ して 、子ど もへ の 学習支 援や 子ど も食堂 への 支援の 拡充 につ

いて でご ざいま すが 、 市内２ か所 で独 り親家 庭な どの子 ども を対

象と いた しまし た学 習 支援を 行う こど も未来 塾を 開設し てお りま

して 、関 係課や 関係 機 関等と 情報 共有 を図り なが ら個々 の状 況に

応じ たき め細か な支 援 を行っ てる とこ ろでご ざい ます。 また 、自

力で の通 塾が難 しい 子 どもに 対し まし ては送 迎支 援も行 って おり

まし て、 通いや すい 環 境を提 供し てお ります 。登 録事業 者数 、登

録ボ ラン ティア 数と も に増加 傾向 にあ ること から 、引き 続き 支援

に取り組んでまいりたいと考えております。

ま た、 子ども 食堂 へ の支援 につ きま しては 、フ ードド ライ ブの

実施 、食 堂開催 に係 る 後方支 援、 意見 交換会 の開 催など に取 り組

んで いる ところ でご ざ います 。今 後の 支援の 拡充 を目指 し、 フー

ドバ ンク ポスト の増 設 、フー ドド ライ ブ提携 企業 の新規 開拓 など

に取り組んでまいりたいと考えております。

○岡田議長 伊藤議員。

○伊 藤議 員 米 子市 の 現在の 貧困 対策 は、そ の主 なもの はこ ども

未来 塾と 子ども 食堂 と いうふ うに 言わ れてい ます 。お答 えい ただ

きま した けれど も、 十 分なの かと 尋ね ますと 、必 ずしも そう でな

いと 御認 識はあ ると 思 います 。や っぱ りこど も未 来塾で すと 、ま

だ２ か所 、ずっ と２ か 所、１ か所 から ２か所 にな ったの は随 分後



でし たけ れども 、市 内 全体に もっ とも っとス ピー ド感を 持っ て、

子ど もは 待った なし で すし、 不登 校児 童生徒 も多 いです し、 何か

でき ない のかな と思 い ますし 、そ れは 民間事 業者 にも投 げか けた

らい いと 思うん です 。 国の補 助は ２分 の１だ と思 ってま すの で、

そう する と今フ リー ス クール など もや ってい らっ しゃい ます けれ

ども 、多 くの皆 さん は 子ども たち の不 登校を 何と かした い、 居場

所に なり たいと いう ふ うな気 持ち も強 いです ので 、それ 何と か広

げて いた だけな いか な と思い ます し、 子ども 食堂 の協議 会で は、

意見 交換 の場で はい ろ いろな 意見 が出 ました けれ ども、 せめ て保

険代 だけ でも出 して も らえな いか とい うよう な声 も出て まし た。

でも いま だに何 もあ ん まりな いと いう ような こと も、子 ども 食堂

をや って らっし ゃる 皆 さんは この まま じゃ、 とて も物価 高騰 だし、

継続 が難 しいと いう よ うな声 もち らち ら出て おり ますの で、 そう

ならない前に対応していただければと思っております。

米 子市 が子ど も真 ん 中の理 念を 真に 実現す るた めには 、妊 娠期

から の切 れ目の ない 支 援、多 様な 働き 方に対 応し たサー ビス の提

供、 そし て全て の子 ど もが安 心し て成 長でき る居 場所づ くり と貧

困対 策を 計画に 基づ き まして 着実 に実 行して いた だきま すよ うに

強く要望したいと思います。

そ れで は、次 、子 育 て中の 生活 保護 世帯の 自動 車利用 につ いて

お尋 ねし たいと 思い ま す。米 子市 にお いて、 子育 て中の 生活 保護

受給 世帯 が自立 のた め に自動 車を 使用 するこ とは 、就労 機会 の確

保や 子育 て、通 院な ど の生活 維持 に不 可欠な 場合 がござ いま す。

しか し、 生活保 護制 度 では自 動車 の保 有、使 用は 原則と して 認め

られ てい ません 。こ の ことで 収入 がな い子育 て世 帯は生 活保 護の



申請 をち ゅうち ょす る という よう な場 面もご ざい ます。 生活 保護

法は 、最 低限度 の生 活 を保障 する もの でござ いま して、 自動 車は

ぜい たく 品とみ なさ れ 、保有 、使 用は 原則と して 認めら れて いま

せん 。し かし、 例外 的 なケー スで は、 その必 要性 は認め られ てお

ります。

ま すは 、米子 市の 実 態をお 伺い した いと思 いま す。就 労目 的、

遠隔 地で の就労 が決 定 してお り、 公共 交通機 関で は通勤 が困 難な

場合 、自 立を支 援す る という 生活 保護 制度の 本来 の目的 に合 致す

るケ ース 、また 障が い 者支援 で障 がい を持つ 家族 の通院 や送 迎、

就労 のた めに自 動車 が 不可欠 な場 合、 子育て 支援 で公共 交通 機関

が不 便な 地域で 子ど も を保育 園や 病院 に送迎 する ために 自動 車が

必要 な場 合、特 に米 子 市のよ うな 公共 交通が 充実 してな い地 域で

は、 子育 て世帯 にと っ てとて も重 要な 問題で す。 米子市 でも 生活

保護 受給 世帯の 自立 支 援を目 的と して 、個別 ケー スごと に自 動車

の使 用を 判断し てお ら れます 。こ れま でに自 動車 の使用 を許 可し

た例をお尋ねしたいと思います。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 自動車 の保 有、 使用を 容認 した例 につ いて

でご ざい ますが 、自 動 車は最 低限 度の 生活の 維持 のため に活 用す

べき 資産 であり 、ま た 維持費 を継 続的 に必要 とす ること から 原則

とし て保 有を認 めて お りませ んが 、一 定の要 件を 満たす 場合 に例

外的 に保 有を認 めて い るとこ ろで ござ います 。具 体例と して は、

障が い児 の通院 及び 通 学送迎 用と して 、自動 車の 保有や 使用 を容

認しているものがございます。

○岡田議長 伊藤議員。



○伊 藤議 員 障 がい 児 という ふう にご ざいま した が、そ の定 義は

ございますでしょうかお尋ねいたします。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 例えば 身体 障が いにあ って は、下 肢、 体幹

の機 能障 がい、 内部 障 がいな どに より まして 歩行 に著し い障 がい

を有する場合などでございます。

○岡田議長 伊藤議員。

○伊藤議員 それでは、その判断はどこがするんでしょうか。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 自動車 の保 有や 使用に つい てでご ざい ます

が、 これ は個別 ケー ス ごとに 国の 通知 ですと か、 東京都 の事 例な

どを 参考 にしな がら 課 内で共 有を いた しまし て、 判断を して いる

ところでございます。

○岡田議長 伊藤議員。

○伊 藤議 員 身 体的 な 障がい で重 篤な ケース とい うふう に受 け止

めま した けれど も、 そ れは課 内で はな くて、 やっ ぱり医 師の 診断

書、 判断 という よう な ことが 必要 では ないか と思 います が、 そこ

ら辺のところはどうなっているんでしょうか。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 今の一 例と いう ところ で挙 げさせ てい ただ

きま した けれど も、 場 合によ って はそ のよう なこ とで詳 細を お尋

ねし て、 判断す るケ ー スもあ る、 想定 してい ると ころで ござ いま

す。

○岡田議長 伊藤議員。

○伊 藤議 員 判 断基 準 という のは とて も難し いの かなと いう ふう



に今 聞い てて思 いま し た。担 当ケ ース ワーカ ーに よって とか 、課

内で 検討 したと した っ て、令 和７ 年は 対応で きた けれど も、 令和

５年 はそ うでは なか っ たみた いな こと がある とい けない と思 いま

すの で、 やっぱ り明 確 なガイ ドラ イン の提示 が求 められ たり する

ので はな いかと 思い ま すが、 作成 する 必要が ある のでは と思 いま

すが、見解を伺います。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 先ほど も御 答弁 をさせ てい ただき まし たけ

れど も、 こうい った 保 有、使 用と いっ たケー スに つきま して は、

ケー スワ ーカー が判 断 すると いう こと ではご ざい ません で、 個別

ケー スご とに課 の中 で 組織と して 協議 をして 判断 をして おり まし

て、 先ほ どもお 話し し ました 国の 通知 ですと かを 参考に しな がら

判断 をし ている とこ ろ でござ いま すの で、本 市独 自のガ イド ライ

ンの作成は今のところ考えてはおりません。

○岡田議長 伊藤議員。

○伊 藤議 員 今 年は 特 に猛暑 で、 園へ の送迎 や買 物等、 生活 保護

世帯 の複 数の子 育て の 世帯が 日常 生活 が車が ない ために 困難 とな

るの で、 生活保 護を や めるに はど うし たらい いか 、そん な相 談が

あり まし た。収 入が 少 ないの で、 基準 値より か低 いので 、生 活保

護を 続け る必要 があ る と思っ ても 、車 がない ため に移動 がと ても

でき ませ んって いう よ うなこ とが あり ました 。私 はこれ はち ょっ

とい かが なもの かな と 思って 質問 に上 げさせ てい ただき まし たけ

れど も、 自動車 がな け れば園 への 送り 迎えや 就労 場所に 行く のに

難し いと いうふ うな 声 がござ いま した 。自動 車が ないた めに 、就

労、 就職 にも影 響し 、 この点 が生 活保 護から の脱 却を妨 げる 要因



となるというふうに感じた場面もございました。

厚 労省 は、生 活保 護 受給者 の自 動車 保有に つい て、原 則禁 止と

しつ つも 、自立 支援 の 観点か ら個 別の 事情を 考慮 するよ う通 知を

出し てい ます。 特に ２ ０２４ 年に は、 これま で通 院や通 勤に 限ら

れて いた 自動車 の利 用 範囲を 日常 生活 に不可 欠な 買物、 また 園へ

の送 迎に も認め る通 知 を一部 の自 治体 に出し た。 先ほど もご ざい

まし たが 、十分 承知 を してい らっ しゃ るのか 、改 めてお 尋ね いた

します。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 ２０２ ４年 の国 の通知 につ いては 承知 をし

ているところでございます。

○岡田議長 伊藤議員。

○伊 藤議 員 こ れま で の制度 運用 では 、自動 車の 保有が 認め られ

るの は公 共交通 機関 が 極めて 不便 な地 域での 通勤 や通院 など 、必

要不 可欠 な場合 に限 定 されて いま した 。しか し、 この厳 格な 運用

が生 活保 護受給 者の 就 労や社 会参 加、 ひいて は自 立を阻 害し てい

ると いう 指摘が 長年 な されて きた とい うふう に伺 ってお りま す。

新し い通 知はこ うし た 実態を 踏ま えて 、生活 保護 受給者 の自 立を

より 効果 的に促 すこ と を目的 とし てい ます。 具体 的には 、既 に自

動車 の保 有が認 めら れ ている 世帯 につ いて、 その 利用目 的を 書き

足し する ことで 生活 の 質を向 上さ せ、 自立に 向け た活動 を支 援し

よう とす るもの です 。 米子市 は、 この 通知を どの ように 受け 止め

ているのかお尋ねします。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 本市と いた しま しても 生活 保護世 帯の 自動



車保 有の 要件緩 和の 必 要性に つい て認 識をし てい るとこ ろで ござ

いま して 、今回 の通 知 は本市 の意 に沿 ったも ので あると 考え てい

るところでございます。

○岡田議長 伊藤議員。

○伊 藤議 員 自 立支 援 の視点 で、 この 緩和は 単に 自動車 の使 用を

認め るだ けでな く、 就 労や自 立に 向け た活動 を円 滑に進 める ため

の手 段と して自 動車 を 活用す るこ とを 促すも ので すので 、市 民に、

私は ガイ ドライ ンが あ ったほ うが いい と思う んで すけど 、分 かり

やす く伝 えて実 行し て いただ きま すよ うに要 望し て、次 の大 要２

点、 熱中 症対策 につ い て質問 いた しま す。時 間が あまり あり ませ

んが 、１ と２の 順番 を 入れ替 えて 質問 いたし ます 。よろ しく お願

いいたします。

米 子市 も猛暑 日が 続 く中で 、熱 中症 対策は 喫緊 の課題 とな って

いる と思 います 。特 に 高齢者 や乳 幼児 のいる 家庭 、経済 的に 困窮

して いる 世帯な ど、 エ アコン の設 置が 困難な 家庭 での熱 中症 リス

クが 高ま ってい ます 。 このよ うな 背景 から、 国や 多くの 地方 自治

体が 熱中 症対策 の一 環 として 、家 庭へ のエア コン 購入、 設置 費用

を助 成す る事業 を実 施 してい ます 。境 港市が 実施 してい るこ とか

ら、 市民 からの 問合 せ や要望 の声 をた くさん いた だきま した 。猛

暑が 続く 昨今、 命に も 関わる 熱中 症対 策とし て実 施でき ない のか

お尋ねいたします。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 熱中症 対策 とし ては、 外出 時に一 時的 に休

憩す るこ とがで きる よ なご涼 み処 の設 置や地 区担 当保健 師に よる

地域 での 活動、 民生 委 員、在 宅福 祉員 による 見守 り訪問 など を通



じま して 、啓発 チラ シ や熱中 症予 防グ ッズの 配付 、声か け等 を行

って いる ところ でご ざ います 。熱 中症 の予防 や対 策につ いて 、今

後も より 一層の 周知 ・ 啓発を 図っ てい きたい と考 えてお りま して、

現時 点で は生活 困窮 世 帯への 熱中 症対 策とし ての エアコ ン購 入費

助成を実施する考えはないところでございます。

○岡田議長 伊藤議員。

○伊 藤議 員 こ の暑 さ です。 ４０ 度近 くにな ると いうの で、 涼み

処は あり ますけ れど も 、不要 不急 の外 出はし ない 、それ が第 一じ

ゃな いか と思う んで す 。生活 困窮 の方 は、特 にな かなか 家か ら出

ない よう な状況 でお ら れるこ とが 多い んだと 思う んです 。そ うい

うふ うに 考えま すと 、 やっぱ り経 済的 困難を 抱え る世帯 の生 活環

境を 改善 し、住 まい の セーフ ティ ーネ ットを 強化 する上 で大 変重

要ではないかなと思いますが、改めて見解を伺います。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 議会で これ まで にも御 答弁 させて いた だい

てる とこ ろでも ござ い ますけ れど も、 困窮世 帯の 方に対 しま して

は、 例え ば生活 福祉 資 金の貸 付け です とか、 そう いった こと を御

案内 いた しまし て、 御 相談に 乗っ てい るとこ ろで ござい まし て、

現時 点で は購入 費の 助 成とい うと ころ は考え てい ないと ころ でご

ざいます。

○岡田議長 伊藤議員。

○伊 藤議 員 次 に、 市 営住宅 への 、こ れも難 しい のかと 思い ます

けど も、 エアコ ン設 置 につい てお 尋ね したい と思 います 。入 居者

の自 己負 担がエ アコ ン 設置に つい ては 原則と なっ ていま す。 しか

し、 猛暑 による 熱中 症 リスク の高 まり を受け 、他 の自治 体で は市



営住 宅入 居者へ のエ ア コン設 置を 支援 する様 々な 取組が 進め られ

てい ます 。市営 住宅 へ のエア コン 設置 に関す る支 援策を 検討 して

いく必要があると思いますが、見解を伺います。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 市営住 宅入 居者 へのエ アコ ン設置 の支 援に

つい てと いうお 尋ね で ござい ます 。市 営住宅 入居 者は生 活困 窮者

に当 たる という こと で 考えて おり まし て、現 時点 では市 営住 宅入

居者 に特 化いた しま し たエア コン 設置 に関す る支 援は考 えて おり

ません。以上です。

○岡田議長 伊藤議員。

○伊 藤議 員 先 ほど も 申しま した とお り、生 活に 困窮し てい る方

は外 に外 出、車 に乗 っ てエア コン つけ て外出 する という こと もな

かな か高 齢者さ んと か は少な くな って いくの で、 命にも 関わ るの

では ない かなと 私は 心 配して いま す。 なので 、市 営住宅 は、 公営

住宅 はセ ーフテ ィー ネ ット住 宅で すの で、や はり 私は安 全・ 安心

な住 宅と して、 エア コ ン設置 とい うこ とは必 要で はない かな と思

って おり ます。 今後 検 討して いた だけ ればと 思い ます。 今後 検討

をしていただきますように要望いたします。

次 に、 学校の エア コ ン設置 につ いて お尋ね いた します 。米 子市

にお いて 、学校 の普 通 教室へ のエ アコ ン設置 は進 んでい るも のの、

特別 教室 、理科 室、 図 工室、 家庭 科室 や体育 館な どへの 導入 は依

然と して 課題と なっ て おりま す。 これ らの場 所に エアコ ンを 導入

する こと は子ど もた ち の学習 環境 と教 職員の 労働 環境を 改善 する

上で 不可 欠だと 思い ま す。現 状の 正確 な把握 と計 画策定 が必 要だ

と思っておりますが、見解をお尋ねいたします。



○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 学 校の エアコ ン設 置に係 る現 状把

握で すと か、設 置計 画 に係る 見解 につ いての お尋 ねでご ざい ます。

近年 のよ うに猛 暑が 続 く中、 児童 生徒 の教育 環境 を改善 する ため

には 、エ アコン が未 整 備の特 別教 室や 体育館 への エアコ ンの 導入

は必 要な ことで ござ い まして 、ま た具 体的な 設置 計画が 必要 だと

考えているところでございます。

こ のた め、現 在エ ア コンの 導入 に向 けた検 討を 進めて おり まし

て、 エア コン未 整備 の 特別教 室に つき まして は、 教育施 策全 体で

多く の課 題があ る中 で 優先度 を総 合的 に勘案 しな がら整 備を 進め

るこ とと してお りま す 。それ から 、体 育館に つき まして も、 今後

新設 、ま たは改 築を 行 う体育 館に つき まして は、 順次、 エア コン

を整 備し ていく 方針 と してお りま す。 また、 当面 改築の 予定 がな

い既 存の 体育館 につ き まして も整 備内 容など の検 討を進 めて いる

とこ でご ざいま して 、 教育施 策全 体の 中で多 くの 課題が ある 中、

優先 度を 総合的 に勘 案 しなが らエ アコ ン整備 につ なげて いき たい

と考えております。以上です。

○岡田議長 伊藤議員。

○伊 藤議 員 そ れで は 、前向 きに お答 えいた だき ました 。あ りが

とうございます。

予 算の 確保で すが 、 エアコ ン導 入に は多額 の費 用がか かり ます

ため に、 市の一 般会 計 予算に しっ かり と計上 する ことが 不可 欠だ

と思 って おりま す。 単 年度の 予算 だけ ではな く、 複数年 度に わた

る計 画的 な予算 配分 を 検討す る必 要が あると 思い ますが 、国 の補

助金など、どのようなものがあるのかお尋ねしたいと思います。



○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 エ アコ ン設置 に係 ります 財源 につ

いて のお 尋ねで ござ い ますが 、学 校体 育館や 特別 教室へ のエ アコ

ン設 置に 当たり まし て は、施 設の 種類 や設置 目的 に応じ て活 用で

きる 財源 が異な って お ります けれ ども 、空調 設備 整備臨 時特 例交

付金 です とか、 学校 施 設環境 改善 交付 金、そ れか ら緊急 防災 ・減

災事業債などの活用が可能であると考えております。

○岡田議長 伊藤議員。

○伊 藤議 員 あ りが と うござ いま す。 エアコ ン導 入には 多額 な予

算が かか ります ので 、 ぜひ積 極的 に活 用でき れば と思っ てお りま

す。

エ アコ ン導入 の必 要 性や費 用、 スケ ジュー ルに ついて 、保 護者

や地 域住 民向け の説 明 会を開 催し て理 解と協 力を 求める とい うこ

とは 考え られな いの か お尋ね した いと 思いま す。 この際 に寄 附金

の募 集や ふるさ と納 税 など、 財源 確保 の一環 とし て企業 から 、家

庭か ら寄 附を募 るこ と も選択 肢の 一つ となり 得る と思い ます が、

御見解をお尋ねいたします。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 説 明会 を開催 して 、財源 確保 とし

て希 望す る方か ら寄 附 を募る とい うこ とにつ いて の見解 でご ざい

ます けれ ども、 現時 点 では小 中学 校の エアコ ン整 備に関 しま して

住民 説明 会の開 催や 寄 附の募 集は 考え ており ませ ん。エ アコ ン整

備の 財源 につき まし て は、ふ るさ と納 税など 寄附 金の活 用も 一つ

の選 択肢 とは考 えま す が、市 全体 の財 政状況 を踏 まえま して 、予

算編成の中で検討すべきものと認識しております。



い ずれ にいた しま し ても、 整備 に当 たりま して は多額 の財 源が

必要 にな ります こと か ら、国 の交 付金 や地方 債な ど有利 な財 源の

活用 を検 討いた しま し て、あ わせ て、 補助制 度の 拡充に 係る 国・

県へ の要 望を引 き続 き 行いな がら 整備 につな げて いきた いと 考え

ております。以上です。

○岡田議長 伊藤議員。

○伊 藤議 員 熱 中症 で 死に至 るケ ース もある と思 います 。最 近の

デー タは 分かん ない ん ですけ ども 、 1,０ ０ ０ ケ ー ス 以 上 ず っ と あ

る と い う ふ う に 聞い て おりま すし 、最 近本当 にこ この猛 暑で は命

に関わるほどの危険を感じることがあります。

子 ども たちの 学習 環 境を最 善の 状態 に保つ こと は行政 の重 要な

責務 で、 特別教 室へ の エアコ ン導 入は 保護者 さん もとて も何 か、

本当 に子 どもた ちが 疲 れ果て てい ると か、学 校に 行きた くな いっ

て言 って るって いう ふ うな声 も聞 きま すので 、ぜ ひ計画 的か つ着

実に 進め ていっ てい た だきま すよ うに 強く要 望い たしま して 、以

上で私の質問を終わります。ありがとうございました。


